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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★ 

　みなさま、すこしおそいですが、新年明けましておめでとうございます。日本の三浦です。今年もよろしくお願いします。速いものでもう2008年。日系移民100周年の年になりました。わたしがブラジルから戻ったのが2006年の3月ですから、あっという間に2年近くが過ぎてしまったわけです。

みなさんもうご存知と思いますが、昨年の日本の世相を表わす漢字として「偽」という字が選ばれました。相次ぐ食品偽装事件や年金のごまかし問題など、なんともはずかしい社会現象を反映して選ばれたようです。悲しい事実ですが、日本、日本人はこれからどうなっていくのだろう、と少し悲観的にもなってきます。

2008年は何とか明るい年にしたいものです。

OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoO
OoOoOo　女子力　oOoOoO OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoO 
昨年このメルマガ79号でご紹介した朝日新聞の連載「ことば力養成講座」ですが、最近の記事に「女子力」という言葉が載っていました。記事によれば「働きマン」というマンガの原作者である漫画家の安野モヨコさんが広めた言葉で、「女性がキレイになりたいと願い、行動する力」のことだそうです。仕事や育児、年齢を言い訳にせず自分をみがく努力を続ける力のことで、「女子力」が低下した人を「ダメ女子」というそうです。

そういえば、このところよく「○○力」ということばを聞くなあ、と思います。インターネットで検索してみました。出てくる出てくる、「労働力」「意志力」「常識力」「計算力」「思考力」「集中力」「想像力」「創造力」といったのは昔からあることば、言語学習に関係するものでは「単語力」「英語力」「表現力」「読解力」など。基本的に「○○力」の○○に関する能力、という意味で使われているようです。これらは日常的にもよく使われていることばですが、明らかに誰かが意図的に作ったというようなことばもたくさんありました。おもしろいので少しご紹介しますね。

「老人力」：芥川賞作家の赤瀬川源平さんが、提唱したことばで同名の著作本もあります。「年をとって最近なんだか物忘れが激しくなって」なんていうときに、「最近なんだか老人力がついてきたよ、ははは。」という風に肯定的に捉えて表現するそうです。年老いて筋肉や記憶という「力」が衰えることによって逆についてくる「力」もあるんじゃないのかと考えて、そういう「力」を「老人力」というそうです。

「鈍感力」：これも作家の渡辺淳一さんが同名の著作で世に広めたことばです。何事にも過剰に神経質にならず、上司に怒られてもあまり気にせず鈍感でいることが生きて行くうえでの大きな力になるのだそうです。これが「鈍感力」です。母親の子供に対する何でも受け入れる愛情、男女間のお互いを許せる愛情、これらも「鈍感力」のなせる業だとおっしゃっています。

「空気よみ力」：若者の間で「KY」ということばがはやっているらしい。会議の席上などで耳元で「KY」とささやくと「空気を読め」という意味になるらしいです。その場の雰囲気に合わない行動や発言に対して「空気を読んで、考えて行動しろ」ということだそうです。この空気を読むことがどのぐらいできるかを測ることばが「空気よみ力」でネット上でそれを測るテストが公開されているそうです。わたしもやってみましたが軽度のKYと判定されました。http://www5.big.or.jp/~seraph/zero/ky.cgi
「忘却力」：「記憶力」の対極にあるようなことばですが、実は「記憶力」のいい人というのは「この「忘却力」も優れているのだそうです。人間が整理する膨大な情報は当然そのすべてを記憶することはできず、寝ている間に夢に消化して忘却することによって必要な情報だけを記憶するというのです。赤瀬川さんの「老人力」の代表はこの「忘却力」らしいが、そういえば嫌なことを簡単に忘れてしまえる人って言うのは、なんだかうらやましいような気もしますね。

「国際力」：その人がどのぐらい国際的か、ということを測る力を「国際力」というそうです。海外で暮らした経験、外国語コミュニケーション能力、異文化理解能力、そういった、国際的になるための総合的な力が「国際力」です。一方、国の「国際的な競争力」という意味で「国際力」を使う場合もあるようです。そういえば2007年の日本の「国際力」は中国やマレーシアに抜かれて24位に転落したそうです。スイスの研究所が毎年発表するこの世界ランクは、経済状況のみならず政府の効率性やインフラの整備など314の項目を総合的に判断して順位を発表するものだそうで、20年前には1位、2位のランクにあった日本の「国際力」はとうとうここまで下がってきたのだそうです。

「スルー力」：「スルー」というのは英語のthroughからきていることばで、問題をやり過ごしてなかったことにするちからのことなんだそうです。現代社会のコミュニケーションにおいてすべてのできごとに全部真剣に取り組むことはできないとの発想から生まれたことばのようです。たしかに、「次回からの課題とします」とか、「会社に戻ってよく検討します」といったようなその場を取り繕う技術は必要なときもあるかもしれません。日本の政治家は答弁で「遺憾に思います」とか「前向きに善処します」といったような、この「スルー力」満載のことばを使いますが、たしかに政治家なんて全ての問題をスルーにしながら、その場しのぎで体面を取り繕う天才なのかもしれませんね。

「パパ力」：「パパりょく」ではなく「パパぢから」と読むそうです。パパの出産・育児に関する知識や取り組みに関する力のことだそうです。父親の家庭や地域での子育てへの参加の重要性を訴えるために、今年の3月に第1回目の「パパ力検定」も実施される予定だそうです。

ほんの一部ですが、いろんな「○○力」があるもんですね。わたしもこのごろずいぶん「老人力」がついてきたなあ思いながら、職場では「空気よみ力」はさほどないくせに「鈍感力」は強力で、その上「忘却力」は人の何倍も優れているので、自分が知らない間に「スルー力」を駆使しているようです。こんなわたしはしあわせものでしょうか。

OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOo 
OoOo　　　おわりに　　　OoOo 
OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOo 
関西国際センターでは2008年3月8日に「日本語教育シンポジウムーひらく・つなぐ・つくる日本語教育のコミュニティ」と題するシンポジウムを開催します。82号でご紹介した国際交流基金関西国際センターが運営する「日本語でケアナビ」という看護介護関係の日本語語彙データベースの開発にまつわる話や、日本語教育と地域コミュニティとのつながり、専門領域との連携などについて、さまざまな事例を元に考えていこうというものです。ブラジルからではちょっと遠いですが、もしその時期に日本にいらっしゃるという方がおられましたら、ぜひ覗いてみていただきたいと思います。詳細はシンポジウムのオフィシャルサイトをご覧ください。

http://www.jpf.go.jp/j/kansai/sympo/index.html
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